
風
信

　
魏
志
倭
人
伝
は
、
魏
・
呉
・
蜀
の
三
国
を
統
一
し
た
晋
の
武
帝
の
修
史
官
陳
寿
が

西
暦
2
9
7
年
ま
で
に
書
き
あ
げ
た
正
史「
三
国
志
」65
巻
の
う
ち『
魏
書
』30
巻〈
烏う

丸が
ん

・
鮮せ
ん

卑ぴ

・
東と
う

夷い

伝
〉の
一
項
目〈
倭
人
伝
〉の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は『
景
初
二

（
2
3
8
）年
六
月
、
倭
の
女
王
卑
弥
呼
が「
大
夫
難
升
米
」を
魏
に
遣
わ
し
た
』と
書

か
れ
て
い
る
。

　
今
回
、
そ
の
難
升
米
が
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
か
、
史
料
に
基
づ
い
て
大
胆
に
推

考
し
て
み
る
。

　
近
年
、
か
つ
て
魏

の
首
都
だ
っ
た
黄
河

沿
い
の
洛
陽
の
近
く

で
、
南
北
朝
時
代
の

石
碑
が
出
土
し
、
難

氏
の
系
譜
が
そ
の
碑

に
彫
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
官
僚
の
難

樓
が
松
花
江
流
域
に

移
っ
て
難
江
と
改
名

し
た
と
い
う
碑
文

で
、
こ
の
こ
と
か
ら

難
は
姓
で
あ
る
こ
と

が
判
明
。
さ
ら
に
難

氏
は
、
紀
元
前
の
春

秋
戦
国
時
代
か
ら
、

黄
河
の
北
方
を
移
動

す
る
遊
牧
民
の
鮮
卑
の
一
族
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
こ
の
鮮
卑
族
の
移
動
の
様

子
は
、
程
光
裕
・
徐
聖
謨
編
纂
の
中
国
歴
史
地
図
集
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
朝
鮮（
韓
）

半
島
へ
も
南
下
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
春
秋
戦
国
時
代
の
呉
に
、
大た
い

翼よ
く

と
い
う
91
人
が
定
員
の
大
型
船
な
ど
多
種

類
の
船
が
あ
り
、
大
陸
沿
岸
の
現
東
シ
ナ
海
や
黄
海
を
自
由
に
行
き
来
し
て
い
た
こ

と
が
、
当
時
の
越え
つ

絶ぜ
つ

書し
ょ

に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
2
5
0
年
以
上
後
の
秦
の
始
皇
帝

の
命
で
、
山
東
半
島
南
の
琅ろ
う

邪や

台た
い

湾
か
ら
不
老
長
寿
の
薬
を
探
し
に
数
千
人
の
童
男

童
女
と
百
人
の
技
術
集
団
と
一
緒
に
東
の
海
へ
船
出
し
た
徐
福
が
、
鮮
卑
だ
っ
た
と

い
う
説
も
あ
る
。
こ
の
徐
福
伝
説
は
、
九
州
か
ら
青
森
ま
で
20
か
所
も
あ
り
、
日
中

間
の
交
流
が
現
在
も
続
い
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
4
3
9
年
に
鮮
卑
族
の
拓た
く

跋ば
つ

氏
が
北
魏
を
建
て
て
華
北
を
統
一
し
、
や

は
り
鮮
卑
の
血
を
引
く
宇う

文ぶ
ん

泰た
い

と
八は
っ

柱ち
ゅ
う

国こ
く

た
ち
が
、
隋
と
唐
を
建
国
し
大
活
躍
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
実
績
を
も
つ
鮮
卑
族
の
先
達
難
氏
。
卑
弥
呼
が
魏
に
遣
わ
し

た
正
使
難
升
米
が
、
そ
の
難
氏
の
一
族
だ
と
し
た
ら
、
地
理
的
に
も
、
言
語
的
に
も
、

卑
弥
呼
は
最
適
な
人
物
を
正
使
に
選
ん
だ
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
正
使
難
升
米
ら

の
派
遣
は
、
1
3
0
年
前
の
1
0
7
年
に
倭
国
王
帥す
い

升し
ょ
う

が
後
漢
に
使
者
を
派
遣
し

て
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
例
え
朝
鮮
半
島
に
あ
っ
た
魏
の
帯
方
郡
の
長
官
が
本
国
に

紹
介
し
た
と
は
い
え
、
先
祖
が
魏
の
北
方
に
い
た
と
い
う
地
の
利
と
、
漢
語
を
理
解

す
る
能
力
が
難
升
米
に
な
か
っ
た
ら
、
初
め
て
の
朝
貢
で
、
魏
の
最
大
の
信
を
得
て

親
魏
倭
王
の
金
印
を
賜
わ
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
だ
。
こ
の
金
印
は
、
そ
の
10
年
前

の
2
2
9
年
に
ク
シ
ャ
ー
ナ
朝（
現
イ
ン
ド
）、
漢
字
で
は
大
月
氏
の
王
波
調
に
贈
っ

た
親
魏
大
月
氏
王
の
金
印
と
の
二
個
だ
け
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
魏
王
明
帝
は
、
女
王
卑
弥
呼
に
こ
の
金
印
紫
綬
、
大
夫
難
升
米
と
倭
人
と

思
わ
れ
る
次
使
の
都
市
牛
利
に
は
銀
印
青
綬
な
ど
を
与
え
た
。

　
こ
の
難
氏
は
、
漢
音
で
は「
ダ
ン
」、
呉
音
で「
ナ
ン
」と
発
音
す
る
。
現
代
の
日
本

で
も
文
字
こ
そ
違
う
が
団
・
檀
・
段
、
そ
れ
に
難な
ん

波ば

な
ど
の
姓
は
散
見
さ
れ
る
。
日

中
国
交
正
常
化
30
周
年
記
念
で
、
長
崎
新
聞
に
一
年
間
連
載
し
た
崎
華
往
來0

の
ア
モ

イ
取
材
の
時
、
先
祖
が
住
ん
で
い
た
と
し
て
交
流
を
続
け
る
作
曲
家
の
故
団
伊
玖
磨

氏
の
こ
と
も
知
っ
た
。

　
ま
た
難
に
は
、
8
世
紀
の
初
頭
文
武
天
皇
の
時
に
、
唐
か
ら
宮
中
に
伝
わ
っ
た
大

晦
日
の
追つ
い

儺な

と
い
う
行
事
が
、
そ
の
後
節
分
に
寺
社
や
民
間
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
鬼お
に

遣や

ら
い
と
い
う
豆
撒
き
行
事
の
意
味
も
あ
る
。

　
最
初
に
、〈
倭
人
伝
〉が
記
載
さ
れ
て
い
る『
魏
書（
魏
志
と
も
い
う
）』に
鮮
卑
と
共

に
烏う

丸が
ん

と
東と
う

夷い

伝
の
項
目
が
あ
る
こ
と
を
書
い
た
が
、
こ
の
烏
丸
は
2
0
7
年
に
魏

の
曹
操
に
敗
れ
て
鮮
卑
の
仲
間
と
な
っ
た
。
一
方
東
夷
は
、
倭
国
も
含
め
て
中
華
の

東
側
の
大
陸
沿
岸
や
朝
鮮
半
島
に
住
む
漢
民
族
以
外
の
異
民
族
の
こ
と
で
、〈
倭
人

伝
〉は
こ
の〈
東
夷
伝
〉の
一
項
目
に
す
ぎ
な
い
。

　
後
漢
の
時
代
か
ら
、
漢
委
奴
国
王
の
金
印
紫
綬
を
与
え
る
ほ
ど
の
交
流
が
あ
っ
た

倭
の
奴
国
は
、
現
在
の
福
岡
市
辺
り
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
頃
か
ら
独
自
の
文

字
を
持
た
な
か
っ
た
わ
が
倭
国
の
邪
馬
台
国
女
王
に
卑0

弥
呼
の
漢
字
を
用
い
、
や
は

り
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
秀
で
た
遊
牧
民
に
鮮
卑0

の
漢
字
を
用
い
た「
三
国
史
」の
修

史
官
陳
寿
、
そ
の
著
作
郎
に
共
通
す
る
一
文
字「
卑
」を
用
い
た
意
図
が
、
何
か
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
陳
寿
は
、
洛
陽
の
こ
と
を
京
都
と
表
現
し
、
倭
国
で
あ

る
現
在
の
京
都
に
烏か
ら
す

丸ま

と
い
う
同
じ
漢
字
が
地
名
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
、
秦
の
始
皇
帝
の
命
で
徐
福
が
船
出
し
た
と
さ
れ
る
琅
邪
台

0

0

湾
と
、
そ
の

徐
福
が
上
陸
し
た
と
さ
れ
る
筑
後
川
河
口
の
近
く
に
邪0

馬
台0

国
の
候
補
地
が
あ
る
の

は
、
単
な
る
偶
然
な
の
だ
ろ
う
か
。
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
民
族
が
文
字
を
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
時
、
自
ら
の
一
族
の
実
績
を
未
来
に
残
そ
う
と
彼
ら
の
象
徴
的
な
文

字
で
表
現
す
る
の
は
、
民
族
を
問
わ
ず
、
永
遠
を
願
う
人
間
の「
性さ
が

」な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
…

　
2
0
1
3
～
1‌

4
年
に
製
作
し
た
日
仏
交
易
1
5
0
年
記
念
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画「
ほ
お
ず
き
」で
フ
ラ
ン
ス
寺
と
も
呼
ば
れ
た
大
浦
天
主
堂
を
、
2
0
1
5

年
に
は
終
身
流
刑
2
0
0
年
記
念
の
歴
史
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
映
画「
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
コ
ー

ド
」で
天
正
少
年
遣
欧
使
節
を
必
然
的
に
発
掘
登
場
さ
せ
た
企
画
・
製
作
・
監
督
の

わ
た
し
は
、
今
、
新
作
の
歴
史
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
映
画
と
し
て「
封ふ
う

泥で
い・
卑
弥
呼
へ
の
信
」

四
〇
五
号
　
平
成
二
十
八
年
四
月
十
日

倭
女
王
卑
弥
呼
・
大
夫
難
升
米
・
鮮
卑
族

に
、
同
じ
手
法
で
、
鋭
意
格
闘
し
て
い
る
。

�

（
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
協
会
　
会
員
、
有
限
会
社
オ
ィ
ス
隈
　
代
表
）

	

四
月
と
言
え
ば
八
日
の
花
ま
つ
り
、
二
十
一
日
の
お
大
師
様
、
二
十
九
日
は
崇
福
寺
の

ボ
サ（
媽
祖
）祭
。
そ
れ
に「
ハ
タ
あ
げ
」が
始
ま
る
。

○
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
に「
ハ
タ
あ
げ
す
る
な
ら
金
ぴ
ら
風
が
し
ら
…
」「
大
井
町
の
橋
の
上

で
子
供
の
ハ
タ
げ
ん
か
…
」等
が
あ
り
、
昭
和
初
年
ご
ろ
ま
で
の「
長
崎
の
ハ
タ
あ
げ
」

は
、
今
で
は
考
え
も
つ
か
ぬ
ほ
ど
大
変
に
ぎ
や
か
で
、「
帰
り
は
一
パ
イ
機
嫌
で
…
」子

供
達
の
で
る
幕
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
参
考
文
献
と
し
て
は
渡
辺
庫
輔
先
生
の

「
長
崎
ハ
タ
考
」（
長
崎
県
民
芸
協
会
刊
）を
読
ま
れ
る
と
よ
い
。

○
先
日
・
岡
林
隆
敏
先
生（
長
大
名
誉
教
授
）来
訪
。長
崎
県
内
の
橋
梁
研
究
に
つ
い
て
種
々

と
私
達
の
知
ら
な
い
事
を
御
教
示
戴
き
、
其
の
参
考
資
料
と
し
て『
長
崎
県
の
橋
』（
長

崎
新
聞
社
発
行
協
力
）も
戴
い
た
。

○
其
の
翌
日
、
我
が
国
洋
学
史
研
究
の
片
桐
一
男
先
生
よ
り
来
信
あ
り
、
戦
後
蘭
学
資
料

研
究
会
が
板
沢
武
雄
・
緒
方
富
雄
両
先
生
を
中
心
に
発
足
し
た
の
が
昭
和
二
十
九
年
五

月
で
あ
っ
た
。そ
し
て
其
の
蘭
研
が
平
成
二
年
五
月
二
十
六
日
解
散
し
た
の
で
其
の
翌
・

平
成
三
年
六
月
三
十
日
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
淋
し
い
と
言
う
の
で
洋
学
史
学
会
が
発

足
。
そ
の
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
三
月
に
発
刊
さ
れ
た『
江
戸
時
代
の
通
訳
官（
阿
蘭

陀
通
詞
）』（
吉
川
弘
文
館
刊
）を
御
恵
送
い
た
だ
い
た
。
長
崎
文
化
と
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の

研
究
は
長
崎
の
人
達
に
と
っ
て
は
缼
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
科
題
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

○
平
川
波
声
氏
来
訪
、
最
近
作
の
歌
曲「
優う

曇ど
ん

華げ

」の
Ｃ
Ｄ
を
持
参
さ
れ
、
今
年
も「
全
国
江

差
追
分
大
会
」に
出
場
さ
れ
る
と
の
事
。
優
勝
し
て
帰
省
さ
れ
る
事
を
御
ま
ち
し
て
い
る
。

○
四
月
二
十
九
日
は
旧
暦
の
三
月
二
十
三
日
で
、中
国
の
海
神
媽
祖
様
の
誕
生
日
で
あ
り
、

昔
よ
り
長
崎
の
唐
寺
や
館
内
の
媽
祖
堂
で
は
盛
大
な「
ボ
サ
祭
」が
あ
っ
た
と
古
文
書
に

記
さ
れ
て
い
る
。

○
今
回
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、
京
都
・
野
村
美
術
館
よ
り『
研
究
紀
要
　
第
二
五
号
』。
岩
崎
竹
彦
氏
の
川
上
不
白
の

研
究
を
中
心
に
飯
島
照
仁
氏
の
論
考
他
、
島
村
幸
忠
氏
、
井
上
秀
二
氏
、
下
高
原
正
人

氏
の
研
究
。
調
査
報
告
と
し
て
宮
武
慶
之
・
久
留
島
元
氏
の
論
文
が
集
録
さ
れ
て
い
る
。

一
、
木
村
忠
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
、
本
協
会
に『
琴
海
町
史
』

（
平
成
三
年
刊
）が
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
事
よ
り
同
書
を

御
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

大
隈
　
孝
一

漢王朝時代の中国地図
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